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平成 29年度厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業） 

「外因死の背景要因とその遺族への心のケアに関する研究」 

分担研究報告書 

自殺・不慮の事故等の要因分析と遺族支援における監察医務院の役割の提言 

 

研究分担者 福永 龍繁 （東京都監察医務院） 

研究協力者 鈴木 秀人 （東京都監察医務院） 

      引地和歌子 （東京都監察医務院） 

 木村 聡子 （東京都監察医務院） 

      谷藤 隆信 （東京都監察医務院） 

      阿部 伸幸 （東京都監察医務院） 

      柴田 幹良 （東京都監察医務院） 

 

研究要旨： 東京都監察医務院において取り扱う全ての異状死について，検案記録を活用し，外

因死の背景要因の解析を行い，問題となる課題を抽出した．平成２８年度においては，精神保健

に関する要因に焦点を当て，課題整理を行った．平成 29年度には，東京都監察医務院の検案記録

を調査し，外因死の内訳とその問題点の抽出と解析を行った．平成 27年に東京都 23区内で発生

したすべての異状死 13,425件のうち，病死以外の外因死及び不詳の死は 4,252件であり，当院以

外で司法解剖等に付された例を除くと，その内訳は災害死 1,079件，自殺 1,638件，その他 1,131

件であった．これらのうち，最も政策提言に有効な内容を抽出し，(1) 薬毒物による自殺，不慮

の事故死，(2) 妊産褥婦死亡，(3) 若年者の自殺，(4) 異状死として取り扱われた生活困窮者の死

因，(4) 防ぐことのできる死亡（熱中症，浴槽内死亡等）について，調査結果を監察医務院ホー

ムページにその一部を公開した．さらに，遺族等の支援への連携として，検案・解剖後に行った

遺族面談の内容に関する詳細な調査を行い，遺族の持つ心情について，怒り，不信感などの感情

の変化について解析した． 

 

Ａ．研究目的 

東京都 23 区における全ての異状死と取り

扱う監察医務院の検案結果に基づき外因死の

検案結果に基づき，その背景を解析すること

により，精神保健的・社会的要因を明らかに

し，もって防ぐことのできる死亡を防ぐ対策

につなげ，遺族等の支援に貢献することを目

的とする． 

 

Ｂ．研究方法 

東京都監察医務院の検案調書のなかで特に

外因死について調査を行った．外因死には，

不慮の中毒，窒息，溺水，交通事故等の外因

死，自殺，他殺，そのいずれにも分類できな

いその他及び不詳の死が含まれる．昨年度は，

その中から外因に関連し，かつ早急に精神保

健的遺族支援に必要な課題の抽出を行った。

今年度はこれに基づき、検案記録を調査し，

外因死の内訳とその問題点の抽出と解析を行

った． 

 

（倫理面への配慮） 

 本研究は，個人の特定のできないように配

慮して遂行することにより，東京都監察医務

院倫理委員会の承認を得た． 

 

Ｃ．D．研究結果 

平成 27 年に東京都監察医務院において取

り扱った東京都 23 区内で発生したすべての

異状死 13,425件のうち，病死以外の外因死及

び不詳の死は 4,252 件であり，当院以外で司

法解剖等に付された例を除くと，その内訳は
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災害死 1,079件，自殺 1,638件，その他 1,131

件であった．これらのうち，最も政策提言に

有効な内容を抽出し，(1) 薬毒物による自殺，

不慮の事故死，(2) 妊産褥婦死亡，(3) 若年者

の自殺，(4) 異状死として取り扱われた生活

困窮者の死因，(4) 防ぐことのできる死亡（熱

中症，浴槽内死亡等）について，調査結果を

監察医務院ホームページにその一部を公開

（ http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/kan

satsu/index.html）すると共に学術発表を行っ

た．さらに，遺族等の支援への連携として，

検案・解剖後に行った遺族面談の内容に関す

る詳細な調査を行い，遺族の持つ心情につい

て，怒り，不信感などの感情の変化について

解析した． 

Ｅ．結論 

異状死として取り扱われ，監察医務院の検

案対象となる事例には，その実態から背景を

詳細に調査することにより，防ぐことのでき

る死亡が多く含まれる．得られた成果を広く

社会に還元し，予防医学，公衆衛生の向上に

貢献することが重要である． 

 

Ｆ．健康危険情報 

特になし． 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況(予定を含む。) 

１．特許取得 

  なし． 

２．実用新案登録 

  なし 

３．その他 

  なし 

 

 

 

 


